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この文章では、教育における目標設定とその実
現方法について考察されています。筆者は、生
徒に対して「自立した札幌人」や「たけたかく」な
どの教育目標を持ち、具体的な力を育むことを
重視しています。学校教育目標を明確にし、生
徒がその目標に向かって成長できるよう支援す
ることが重要であると述べています。また、教
育目標に基づいた振り返りや、自己評価を促進
し、教育活動の深化を図ることが必要です。教
員は、目標を意識しながら、日常的な教育活動
を通じて、生徒の成長を支え、学校文化として
定着させることを目指しています。さらに、振り
返りを生徒自身に促し、目標達成に向けて努力
を続ける力を育むことが強調されています。最
終的には、生徒が自分の成長を実感し、地域や
学校に誇りを持ちながら社会に貢献できるよう
な教育を目指すべきだと結論付けています。

本稿では、現代の日本社会で求められる「コミュ
ニケーション能力」の特質とその育成の課題に
ついて論じている。まず、コミュニケーション能
力は単なる言語運用力ではなく、非言語的要素
や社会的文脈への適応力を含むとされる。日本
では異文化理解能力と同調圧力という二律背
反的な能力が求められ、これが教育現場にも影
響を及ぼしている。また、若者のコミュニケー
ション意欲の低下や能力の多様化が指摘され、
学校教育における体系的な指導の必要性が強
調されている。具体的な指導方法として、①言
語外要因への理解を深めること、②社会生活に
必要な基本的やり取りを学ばせること、③失敗
経験を通じた学びの機会を提供することが提
案される。同質性と多様性の共存が求められる
現代社会において、生徒が試行錯誤を繰り返し
ながらコミュニケーション力を伸ばす環境作り
が重要であると結論づけている。

本稿では、教育の目的を「社会文化に貢献でき
る個人的発達を促す過程」と定義し、高校教育
の方向性を考察する。学習動機は「報酬志向」か
ら「充実志向」へ変化し、生徒が主体的に学びを
楽しむことが重要視されるようになった。これ
に応じて、「行動主義的学習」から「構成主義的
学習」への転換が求められており、教師は
「ティーチャー」から「ジェネレーター」へと役割
を進化させるべきと説く。さらに、「養殖型教
育」から「発酵型教育」への移行を提唱し、生徒
一人ひとりの興味や価値観を尊重する教育の
重要性を強調する。教育は「知識＝事実」の積み
上げではなく、問いを生み出し、深い学びを通
じて新たな価値を創造する過程と捉えられる。
最終的に、「未来に向けた新たな価値を共創す
る」ことを目指し、教育を個人の幸福や社会の
幸福へとつなげる必要性が指摘される。

この文章では、教育における「自由」、「探究的な
学び」、「主体的な学び」の重要性が強調されて
います。苫野一徳氏の「自由の相互承認」の考え
方を基に、教育の目的は生徒が他者との関わり
を通じて自由を実現することにあると述べてい
ます。生徒は「当事者意識」を持ち、問題解決に
向けて自ら考え行動することが求められます。
また、自由に生きる力は「探究する力」として、
自己の問いに基づき情報収集や分析を行い、問
題解決を繰り返す学びとして定義されていま
す。さらに、主体的な学びを支える原則として、
生徒に学習の裁量を委ね、安全で情報にアクセ
スできる環境を提供することが重要だとしてい
ます。最後に、教員も学び直し、挑戦し続けるこ
とが求められ、教育改革には教員自身の成長と
変革が不可欠だと結論付けています。

髙橋先生 野田先生 長井先生 新ヶ江先生

● ● ●

千葉先生 佐々木佑季先生 對馬先生 菅原先生柴田先生

9名の先生方に、「これからの高校教育に求められるもの」というテーマでA4・4ページの原稿を執筆していただきました。
ChatGPTで400字に要約したのですが（誤読している箇所もあります）、どの要約がどの先生の原稿か、線で結べるでしょうか…?

● ● ● ● ●

本稿では、高校教育に求められる視点として
「個別最適化」と「多様性」を重視しつつ、目の前
の生徒ひとりひとりの声に耳を傾ける姿勢の重
要性を論じる。特別支援教育の経験から、個々
のペースに合わせた学びが必要だと感じた筆者
は、成長マインドセットの育成と熱意を持って学
ぶ環境づくりを目指す。間違いを恐れない学び
や、生徒自身が主体的に考え、表現する場を設
けることが教育の質向上につながると述べる。
また、多様性への理解は、個人の視野を広げ、
他者との協働や社会参画に不可欠と主張。学校
は実社会と連携し、生徒が直接経験を通じて自
己の価値観を形成する機会を提供すべきだと
提言する。筆者は「一斉授業」の枠組みを超え、
学びを個別化しながらも、生徒ひとりひとりの
可能性を最大化するための実践を目指してい
く。

筆者は高校時代の国語授業を回想し、「妄想の
時間」として楽しんでいた一方、教師として授業
のあり方を考えるきっかけにもなったと述べ
る。当時感じた「自分ならこうする」という理想
の授業像は、教師となった現在も影響を与えて
おり、多読や生徒間の意見交換を通じて想像力
を深める授業を重視している。また、教師自身
が生徒の書いたものに丁寧に向き合い、率直に
評価することで、生徒が書くことへの抵抗を減
らし、表現意欲を高めることができると考えて
いる。若い頃の経験から、生徒との信頼関係は
授業や課題への対応を通じて築かれるという実
感を得ており、現在の教育実践にも生かしてい
る。新課程ではICTの活用や課題の効率化が進
む一方、論理的な読み解きや要約を重視し、生
徒自身が学びを深める機会を提供している。教
育環境が変化しても、教師と生徒の触れ合いと
いう本質は変わらず大切であると強調してい
る。

この文章では、高校教師としての視点から、デ
ジタル社会における学校の役割について考察さ
れています。著者は、SNSやインターネットが若
者にとって自己表現の手段である一方で、人間
関係が表面的であり、孤立感を助長する可能性
があることに懸念を抱いています。そこで、学
校は「リアルな居場所」として、生徒が多様な
「個」と出会い、対面での交流を通じて価値観や
思考力を養う場所であるべきだと提案します。
実体験を通じて得られる学びは、ネット上で得
る情報とは異なり、生徒の自信や主体性を育む
力になります。また、デジタル世界にはない「温
かさ」や教員との信頼関係が、生徒の精神的安
定と成長を支える要素だと強調されています。
今後、学校教育は実体験に基づいた学びと集団
での成長を重視し、教師は生徒と共に学び、全
人格的な教育を行うことが求められると結論づ
けています。

この文章は、現代文教育の難しさとその解決策
について述べています。著者は、現代文の教授
法に系統的なアプローチが不足していることを
指摘し、古典の文法教育と比較しながら現代文
教育の問題点を明確化しています。著者は、三
森ゆりか氏の提案する「language arts」に触
れ、段階的な教授法が有効だと感じたと述べて
います。この方法では、物語の聞き書きや要約
を通じて、言語技術を段階的に教えることが強
調されています。現実の授業では時間的制約が
あり、四百字要約を読解力向上の目標として設
定しています。また、共通テストにおける複数テ
キストの出題に対しては、情報処理能力の向上
だけでなく、異なる視点で文章を読み解く重要
性を指摘しています。読書の思考プロセスを通
じて、テキストの理解を深め、自己の経験と照ら
し合わせることが求められています。著者は、国
語教育において段階的な指導法を構造的に把
握し、螺旋状に進化する教育の必要性を感じて
います。

この文章は、教育現場における「体験活動」の重
要性や、それが生徒の自己実現にどう関わるか
について考察しています。筆者は、学生時代に
目標を持つことができず、生活がタスク化され
ていた経験を通じて、目的を持つことの重要性
を痛感します。アドラー心理学に基づき、他人の
期待ではなく自分の課題を持ち、自分の人生を
切り開くことが大切だと述べています。また、自
己肯定感についても触れ、他者とのつながりが
自己受容や自己価値の基盤となり、挑戦への原
動力を生むと強調します。さらに、利他の重要
性について考え、他者に「自分の願望」を押し付
けず、自然に「漏れる利他」のような形で支援す
ることが、真の利他であると述べています。教
育現場では、生徒が自分の課題を持ち、教員と
共に日常的に学び続ける環境が求められると
提案し、自身が生徒に対して「感謝」「尊敬」「喜
び」を素直に伝える教員になりたいと締めくく
ります。


